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日
　

曜
日
　

干
　

支
　

九
星

六

月行

事

（小）

○
望

＝
望
月
の

こ
と
で
、

み
な
づ

水
無
恥

満
月
を
指
す

星
宿

へ

六
月

六
日

芒
種

の
節

よ
り

月
命

戊
午

四
緑

木
星

の
月

暗
剣

殺
東

南
方

旧
暦

六
輝

中
段

艾
宿

下
段

日
出

入
月
出
入

１
日

木
咎
；
ら
三
碧
相
万電
ｍ
Ｊ
膕の
他便日
ｗ
解合写

雫
鈩
口
気
｀
象

記
念
｜
言

゜
―
十
三

佛
滅

お
え

角
々

倉
昌
憫

満
潮

干
潮

２１７

１５ ．４５

９． １１

２
日

金
谷
　
ふ
晶
顋
謹
言
悩
齟
つ
髓
肘
丘
）

、
志

大
安

で
亢
″
よ

こ
こ
に

３
日

土
ふ
ズ
え
た
っ

五
黄

一
粒

万
倍
日

１６．３１

９． ４５

６
２

７
７

４
６

十
五

赤
ロ

ヒ
づ

氏
大
今
う
４
．２
８．５

Ｈ
３．１

３
．２
７．１

１
１
　
　
１

湊
日

日
宍
１
六

枩
ぴ
の
二

詔
耿

燵
峠
頴
づ
且
）
、
士

ハ
贏

万
々
　

詔
Ｎ

５
日

で
・
个
っ

こ
奏

詰
齟
好
一

翳
詔
茆
天
と
、

６
日

火
き

？
尽
じ
八

白
芒
種
七
時
一

八
分

７
日

水
尽
え
さ
る
九

紫
東
京
日

枝
神

社
山

王
祭
（
１７
日
迄
）

８
日

水
諾
ヒ
ヒ
リ
ー

白
不
成
就
日

９
日

金
つ
あ
え
い
心

二
黒

ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
の

記
念
日
、

チ
ャ

グ
チ

ャ
グ
馬
コ
、

１
日

土
っ
ち
宕

ゐ
三

碧
東
京
鳥
越
神
社
例
大
祭
（
Ｈ

日
迄
）

１
１

日
日

お
え
　

ぬ
凹

緑
入

梅
二
時
四

六
分

、
｛｝
下

弦
四

時
三

一
分

１
２

日
月

お
で
っ
し

五
黄

１
３

日
火
ふ
づ

り
否
ら
六

白
三
隣
亡

Ｈ
日

水
そ
つ
宕

う
七

赤
大
阪
住
吉
大
社
御
田
植
神
事

十
七

友
引

７
く

む
よ
ろ
づ

２
６

５
４

２
９

１
　

よ
し

４
１８
２
０

十
八

先
負
く
７）
で

尾
大
字
つ
４
．
２
５

８
．
５
４１

十
九

佛
滅

ふ
つ

箕
神
よ
し

４
．
２
５

８
．
５
５１

４． ４９

割
５
０

２２．２３　２１

廿
大
安
心
い
ら

斗
神
よ
し

４
．
２
５

８
．
５
５

３
．
０
５

１
２

廿
一

赤
口

さ
だ

ん
牛

８１５　 ７． ００　 ５．

５． ５２　 ５． １２　 ４． ３４　 ３． ５９６． ３６

１０．２１

２２．４３

２８　１９．３７　１８．４８　１８．０２

５０　 ０． ０７　１１ ．４１　 １０．５９

１２　１２．２５　 －　 ２３．２５

２０．

０．

１３．

心

三
四

旧

五四

月月

大小

春
か

ら
夏

へ
の

季
節

の
変
わ

割
３７
０１
の
谷
に
入
っ

た
と
き
、

妙
に
底

割
Ｌ
１
４

．
冷

え
の

す
る

こ
と

が
あ

る
。
食

の
高

気
圧

が
次

第
に

発
達
し
、

日
本
列
島
に
沿
う
気
圧
の

谷
が

で
き

、
そ

の
谷

間
に

低
気

圧
が

通
っ

た
り

、
不

連
続
線
が

生
じ

た
り

し
て

雨
が

降
り

続
く

の
で

あ
る

。
十

日
前

後
に
は
「

入
梅
」

が
あ
る
。

こ
れ

は
太
陽
が

黄
径

八
十
度
に
達
す
る
刻
を
い
う
。

ち
な

み
に

入
梅

と
か

梅
雨
の

「
梅

」
は

、
ち

ょ
う

ど
こ

の
こ
ろ

梅
の

実
が

熟
す

る
こ

と
か

ら
出

て
い

る
。

高
温
多
湿
で
あ
る
が
、
気
圧

２
５

５
６

引
２９
２８
１３
２９
５３
中
毒
が

多
発
す
る

の
も

こ
の
月

を
１８．
２
３

．
１

乙
２２．

１
１４．

で
あ
る
。

細
菌
の
繁
殖
に
最
適

竺
先
勝
ヒ

ら
女

ぢ
う

日
４．２５
８．５６１

１
５

日
水

あ
え

応
八
白
弘
法
大
師
誕
生
会
、
北
海
道
神
宮
例
祭

１
６

日
金

あ
ご
　
ふ
九

紫
柏
崎
え
ん
ま
市
、

一
粒

万
倍
日
、

不
成
就
日

廿
三

友
引

や
ぶ

る
虚

－

０． ４１

８． ３７

５
７

１
０

２
５

１
５

４
８

０
１

１
　
１

７
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
勢
神
宮
月
次
祭
、

興
教
大
師
誕
生
会
、

１
日

土
諾
え
う
ま
一

白
奈
良
率

川
百

合
祭
、
一

粒
万
倍
日

芯
先
負
あ
や
ふ

危
月
ビ
く

４
．
２
５

８
．
５
７

０
．
３
９

２
．
５
６

１
　
１

旺５５　１０．１２

５
７

６
２
２

廿
五

佛
滅

な
る

室
大
字
つ
４
．２
８．５
１
．０
４．０
０
．
３

１
　
１

２３．４９　２３．０３

６
４

が
い

え
る

。
た
ま
の

晴
れ

間
を

４
．５
６．５

十
分
活
用
し
、

風
通
し
、

家
具
、

ｌ
　

ｌ
Ｆ

゛
Ｆ

Ｌ
』

Ｉ
　
　

』
　
ｒ

３
０

の
気

候
で

あ
り

、
寒

暖
に

差
が

３
．３
１５．５
あ
る
季
節
だ

か
ら

と
い

う
こ
と

－

６． ２０

１８．０５

１３．３２

７． ２５

１９．１３

莖
ハ

大
安

お
え

壁
母

倉
４．２５
四
１
．
３
３

１
５
．
０７
１．１５
１４．５３
８
』５
回
つ
行
事
は
別
に
な
い

の
で

、
出

５
８
２

廿
七

赤
口

り
ら

く
奎

大
今
う
４．２
８
．５
２．０

１

廿
八

先
勝
ヒ

廿
九

友
引
た

１６１２

１． ５８

５
９

５
８
０

、
、

つ
婁

十
し
４
．２
８．５
２
．３
７．１
２
．
４

１
　
１

つ
胃

大
み

ゃ
う

４
．２
８．５
３
．
１

１

１６．４３　１５．５５

５
９

３
１

０
３

２
５

１
２

２
２

１
８

日
日
り
・

呑
っ
じ
二

黒
●
溯
コ
二
時

三
七
分
ヽ

父
海
の
外

日
移

住
の
旧
日
、
肖

大
朔

大
安

・
で

昴
神
よ
し

４
．
２
５

１
８
．
５９
３．５
７

１
９

日
月

っ
あ
え
念

三
碧

桜
挑
忌

２
０

日
火

っ
あ

箆
り

回
禄

京
都
鞍
馬
寺
竹
伐
り
会
式

２
１

日
水

お
え

い
心

丑
黄

夏
至
二
三

時
五

八
分

２
２

日
水

お
ビ
　

士
ハ

白
旧
端
午

、
不
成
就
日

２
３

日
金

そ
詞

え
ぬ

七
赤
八
オ

せ
リ

ん
ン

始
ピ

め
ツ

ク
デ
ー
、

沖
縄
慰
霊
の
日
、

２
４

日
土
み
、

つ
宕
う
し

八
白

東
京
芝
愛
宕
千

目
脂
り
、

清
正

公
忌

２
５

日
日

あ
え

荒
九
紫
三
隣
亡

８． ５９

食
器
類
な
ど
の

手
入
れ
を
し
、

と
か

く
不
衛
生

に
な

り
が

ち
な

梅
雨

ど
き

を
無

事
に

過
ご

す
よ

う
心

掛
け
よ
う
。

【
冠

】
こ

の
月
に
限

っ
て

と
言

７２
１
．
０

産
よ
り
初
誕
生
日
ま
で
の

行
事

９． ４０

２１ ．５６

２０

４０

１８．

３．

１７．

１０．

２２．

１９ ．２１

３． ５８

１８ ．００

１０．５９

２３．２０

５
０

７
４

二
赤
口
ふ

つ
畢

神
よ

し
４．２
９
．０
４．４
０
．
１

１
　
２

４
４
７

３
３
３

４
８
１

１
１

三
先
勝
た
い
ら

觜
神
よ
Ｌ

４
．
２
５

９
．
０
０

５
．
４
３

０
．
５
９

５
．
０
８

９
．
０
６

１
　

２
　
１

回
友
引
え
ん
参

天
今

う
４．２５
９．００
６．４１
１．３８
５．４２
９．３
９

１
　

２
　
１

丑
先
負
ご

ら
井

羣
よ
Ｌ
４．２６
９．００
７．
４１
２．１０
６．１
６

１
　
２

２
６

日
で
め
で
二
心

肚
員

数
詐
取

６

六
佛
減
石
る
鬼
　
　

４
．
２

２
７

日
火

ｇ
え

九
つ

二
黒

２
８

日
水

尽
ご
　

亡
二

碧
貿
易
記

念
日
、
一

粒
万
倍
日

２
９

日
木

つ
あ
え
う

・
四

緑
一

粒
万

倍
日

３
０

日
金

っ
あ

谷
つ

に
五

黄
大
は
ら
い
、

夏
越
祭
、

不
成

就
日

０
０

９
２

０
４

３
５

９
８

２
６

１
　
２

６
１

８
４
４

七
大
安
あ

茫
柳
天
お

ん
４．２
９
．０
９．３

Ｈ
７．３

１
　
２

６
１

６
７
８

八
赤
口
心

ら
星

母
倉
４
．２
９．０
０
．３
３．２
８
．
２

１
１
２

２３．５７１
５

日
祝
い
」

、
五

日
目

を
「

五
夜

１
２

日
」

と
い

っ
て

祝
宴
を
張
る
と

０． ３１

１２ ．５２１５．１ ９　 １４．３９　 １４．０３　１３．２７

を
整

理
し

て
み

よ
う
。

こ
の

世
に

生
を

う
け

た
新
生

児
は

、
産

声
（

う
ぶ

ご
え

）
を

あ
げ

、
産

湯
に

つ
か
り
、

産
衣

（
う

ぶ
ぎ
）
に

つ
つ

ま
れ

る
。
親

戚
縁

者
に

無
事

出
産

を
通

知
し

た
り

、
お

祝
い

に
餅

を
つ

い
た

り
す
る
。

生
ま

れ
て

三
日

目
は

「
三
つ

九
先
勝
々
え
張

々
倉

昌
昌

昌
昌
鄒
め

い
‰
勺
ご
石

十
友
引
ひ

才
莫
大
今
う
４．２７
９．０１
回

１
１

７
１
２

十
一

先
負

ヒ
づ

軫
十

し
４．
２

９
．０
３．３

１
１

８
１
６

十
二

佛
滅

た
っ

角
く
ゑ
日

４
．２
９．０
４
．
３

１
１

０． ４１　 ０１５

０． ０８　 －　 １１ ．１４

１４．３０　１２．５５　２３．２２

７． ４３　 ６． ５０　 ５． ３６

１９．３８　１８．２７　１７．１０

８
１

５
１

８
９

９
９

古
一

大
安

心
ぞ

く
亢

神
よ

し
４．２

Ｈ
５．４

口
０．５
５
．３
８．２
０
．
３

１
１
　
　

１
　
２

※
日

の
入
り
の

最
も
遅
い

の
は

、
日
本
で

は
夏
至
か
ら
七

日
後
、
最
も
早
い
の

は
冬
至
か
ら
十
五
日
前
で
あ
る
。

○
六

月
の

行
事

４
下
弦
＝

下
弦
の
月
を
指
す

こ
ろ

が
あ
る
。

七
日

目
は

「
お

七
夜

」
と

い
っ

て
新

生
児

の
名

前
を

披
露

す
る

儀
式

が
あ
る
。

出
生

届
け
は
、

生
ま

れ
た

日
か

ら
十

四
日

以
内

に
市

区
町

村
の

役
所

に
提

出
す
る
。

生
後

三
十

日
前

後
（

土
地
に

よ
り

多
少

違
う
）
に

は
「

お
宮
詣
」

と
い

っ
て

氏
神

様
の

所
に

い
っ

て
お

祓
（

は
ら

い
）

を
し

て
も

ら
う

。
百

二
十

日
前
後
の

「
お

の
誕

生
祝

い
に

な
る

の
で

あ
る
。

【
祭

】
第
三
日
曜
日
は
「
父
の

日
」

、
五

月
の

「
母

の
日

」
と
同

様
、

父
の

働
き

あ
っ

て
の

自
分

と
思

え
ば

、
父

へ
も

感
謝

を
さ

さ
げ

る
べ

き
で

あ
ろ
う
。

二
十

一
日

前
後

は
「

夏
至
」
。

文
字

か
ら

い
え

ば
夏

の
真

つ
盛

り
、

北
半
球
で

は
昼

間
が

最
も

長
く

、
夜

が
短

い
日

で
あ
る
。

三
五

１７２１２２．０１

り
目
が
こ

の
月
で
、

太
平
洋
側

の
高

気
圧

が
次

第
に

発
達
し
、

日
本
列
島
に
沿
う
気
圧
の

谷
が

｛
ｓ

ヽ
‘

Ｓ
｀

ら
〆

ん
Ｉ
叺
１

‰
ユ
ー
４
　

１
。

μ
い

り
冖


